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竹
田
会
長
挨
拶第

一
に
参
院
選
。

諸
会
議
、
集
会
な

ど
で
水
岡
俊
一
の

名
前
を
広
め
て
ほ

し
い
。
当
日
の
天

候
に
左
右
さ
れ
な

い
よ
う
に
「
期
日
前
に
水
岡
」
で
お
願
い

し
た
い
。
組
合
員
が
増
加
し
て
い
る
状
況

で
は
な
い
の
で
家
族
・
知
人
に
広
げ
、
強

く
進
め
て
ほ
し
い
。
第
二
に
今
年
は
「
戦

後
80
年
」「
沖
縄
返
還
53
年
」
だ
が
、
単

な
る
経
過
点
で
は
な
く
、
沖
縄
が
今
な
お

基
地
の
重
圧
に
あ
え
い
で
い
る
現
実
に
対

し
て
、
私
た
ち
が
ど
う
向
き
合
う
か
、
私

た
ち
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

き
た
い
。
地
公
退
結
成
50
周
年

で
も
あ
り
、
今
年
の
平
和
行
進

に
は
地
公
退
10
名
が
参
加
し
、

12
㎞
を
歩
い
た
。

米
国
防
長
官
は
国
防
費
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
５
％
を
要
求
し
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
圧
力
で
さ

ら
な
る
軍
拡
の
恐
れ
が
あ
る
。

戦
後
80
年
の
節
目
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
節
目
で
も
あ
る
。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
か
ら

40
年
、
翌
年
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
が
制
定
さ
れ
た
。
確
か
に

女
性
の
就
労
率
は
高
く
な
っ
て

き
た
が
、
非
正
規
が
多
い
。
３

号
被
保
険
者
問
題
も
あ
り
、
国

際
的
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指

数
は
い
ま
だ
に
低
い
。
第
三
に

組
織
拡
大
。
日
教
組
の
組

合
員
を
ど
う
増
や
す
か
、

退
職
教
職
員
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
だ
。
再
任
用

や
会
計
年
度
任
用
職
員
で

職
場
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で

声
を
か
け
て
い
く
。
現
職

と
一
緒
に
組
織
拡
大
力
を

尽
く
し
た
い
。
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新
役
員

質
疑
・
討
論
の
概
略

北
退
教
：
筒
井
比
呂
志
代
議
員

日
高
で
は
６
月
に
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
発
射
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
対
北
朝
鮮
、
対
中
国

へ
の
軍
備
対
抗
だ
が
、
全
国
連
帯

で
反
対
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
（
原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
）
に
よ
る
核
廃
棄
物
地
層

処
分
に
つ
い
て
、
北
海
道
で
は
盛

ん
に
テ
レ
ビ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
に
Ｐ
Ｒ
が
繰
り
返
さ
れ
、
法
律

で
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
と
、
道
民

を
洗
脳
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
知

事
の
承
認
は
ま
だ
だ
が
、
自
民
党

な
の
で
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
給
特
法
に

つ
い
て
は
、
私
達
が
問
題
を
解
決

せ
ず
先
送
り
に
し
て
し
ま
っ
た
課

題
。
労
基
法
適
用
除
外
と
い
う
点

こ
そ
、
抜
本
的
な
働
き
方
改
革
が

進
ま
な
い
要
因
だ
。

神
奈
川
高
退
教
：

�

早
川
芳
夫
代
議
員

リ
ニ
ア
工
事
で
様
々
な
問
題
が

出
て
い
る
。
東
京
外
環
道
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
調
布
で
は
陥
没
が
起

き
た
が
、
リ
ニ
ア
工
事
で
も
外
環

と
同
じ
「
シ
ー
ル
ド
工
法
」
と
い

う
技
術
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
故
障
し
た
時
の
修
理
方
法
に

も
課
題
が
あ
り
、
未
完
成
の
技
術

だ
。
ま
た
「
大
深
度
法
」
と
い
う

法
律
で
地
下
深
度
40
ｍ
を
越
え
る

地
下
に
は
地
権
は
及
ば
な
い
の
で

補
償
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
市
民
の
権
利
を
無
視
し
て
工

事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
決
め

た
巨
大
開
発
は
止
め
ら
れ
な
い
、

と
い
う
点
で
、
リ
ニ
ア
開
発
と
原

発
は
関
連
性
が
強
い
。

秋
田
退
教
：
篠
田
正
史
代
議
員

日
退
教
通
信
の
号
外
２
種
類
を
、

直
接
支
部
へ
送
付
し
て
も
ら
い
、

大
変
よ
か
っ
た
。

広
島
県
退
教
：
石
岡
修
代
議
員

広
島
で
は「
被
爆
教
職
員
の
会
」

で
体
験
を
話
し
合
っ
た
り
、
平
和

公
園
の
碑
巡
り
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、
外
国

人
観
光
客
も
含
め
広
島
来
訪
者
も

増
加
し
た
が
、
被
爆
体
験
者
の
高

齢
化
が
進
み
、「
被
爆
教
職
員
の
会
」

で
も
体
験
を
語
れ
る
の
は
95
歳
の

会
長
の
み
。
被
爆
体
験
の
継
承
の

た
め
に
仲
間
を
増
や
し
、
活
動
の

火
を
消
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

広
島
高
退
教
：
沖
野
秀
昭
代
議
員

被
爆
者
二
世
が
被
爆
者
援
護
法

の
適
用
除
外
に
な
っ
て
い
る
。
長

崎
で
同
法
の
適
用
を
求
め
た
裁
判

で
は
、「
二
世
の
健
康
被
害
が
被

爆
に
よ
る
も
の
と
す
る
立
証
責
任

は
被
爆
者
側
に
あ
る
」
と
し
て
上

告
棄
却
と
な
っ
た
。
し
か
し
２
０

２
１
年
に
は
黒
い
雨
訴
訟
で
３
号

被
爆
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
画
期

的
判
決
が
出
た
。
現
在
健
康
被
害

が
な
く
て
も
黒
い
雨
を
浴
び
れ
ば

被
爆
者
援
護
法
の
対
象
と
な
る
。

被
爆
二
世
の
問
題
は
議
員
立
法

で
政
治
決
着
を
つ
け
る
べ
き
。
６

月
19
日
の
平
和
公
園
へ
の
天
皇
訪

問
に
際
し
て
広
島
県
で
は
「
提
灯

奉
迎
」
の
動
員
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
抗
議
署
名
、
抗
議
文
を
出
し

て
い
る
。
広
島
市
長
の
教
育
勅
語

な
ど
戦
前
の
価
値
観
を
持
ち
出
す

動
き
に
対
し
て
緊
張
感
を
も
っ
て

対
抗
し
て
い
き
た
い
。

岡
山
退
教
：
三
原
誠
介
代
議
員

２
０
１
９
年
か
ら
「
幼
保
無
償

化
」
と
な
っ
た
が
朝
鮮
幼
稚
園
な

ど
認
可
外
と
い
う
理
由
で
補
助
の

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

２
０
２
１
年
か
ら
は
申
請
に
よ
り

国
と
岡
山
県
、
自
治
体
と
で
負
担

し
て
上
限
月
２
万
円
ま
で
の
補
助

が
可
能
と
な
っ
た
。

滋
賀
退
教
：
大
谷
和
雄
代
議
員

総
会
の
議
案
書
は
正
し
い
こ
と

平
岡
良
久
会
長�

（
都
高
退
）

小
関
顕
太
郎
副
会
長

�

（
北
退
教
）

畠
山
幸
子
副
会
長

�

（
神
奈
川
高
退
）

角
三
外
弘
副
会
長

�

（
石
川
県
退
）

川
瀬
美
智
子
副
会
長

�

（
滋
賀
退
）

角三外弘（石川県退）・小林啓子（愛知退）議長

水
岡
俊
一
参
議
院
議
員
の
挨
拶

こ
の
１
年
、
全
国
を
回
り
教
育

の
話
を
聞
く
中
で
、
現
職
を
引
退

し
退
教
・
退
女
教
で
活
躍
し
て
い

る
方
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
。

通
常
国
会
も
２
週
間
あ
ま
り
、

給
特
法
の
審
議
も
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
が
、
時
間
外
勤
務
を
認
め

さ
せ
る
等
、
根
本
的
な
解
決
に
は

至
ら
な
い
が
こ
れ
を
足
が
か
り
に

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
に
無
か
っ
た
附
則
が
つ
く
こ

と
で
、
法
文
に
問
題
点
が
残
る
こ

と
に
な
っ
た
。
極
め
て
不
十
分
な

が
ら
、
今
後
へ
の
足
掛
か
り
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
文
教
科
学
委
員
会
に
総

理
が
出
席
し
、
教
員
の
過
労
死
状

況
の
責
任
を
問
う
立
憲
の
発
言
を

直
接
聞
い
て
も
ら
え
た
。
こ
れ
ら

は
、
昨
年
の
総
選
挙
の
影
響
で
あ

り
、
日
政
連
議
員
の
応
援
に
感
謝

し
て
い
る
。
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を
言
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
日
教

組
は
減
っ
て
い
る
。
な
ぜ
立
憲
民

主
党
は
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
に
政
権
を
取
れ
な
い
の
か
、
な

ぜ
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
の
か
。
２
０
０
６
年
の
教
育
基

本
法
改
悪
の
時
、
多
く
の
教
員
は

「（
良
く
な
い
こ
と
は
）
わ
か
っ
て

い
る
け
ど
忙
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

私
達
の
運
動
が
多
く
の
人
の
生

活
感
覚
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か

ど
う
か
。
生
活
と
政
治
的
課
題
は

根
幹
で
は
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、

政
治
に
す
べ
て
丸
投
げ
し
て
は
運

動
に
求
心
力
は
持
て
な
い
。
退
職

教
職
員
の
多
く
は
民
生
委
員
や
人

権
擁
護
委
員
、
非
常
勤
講
師
な
ど

地
域
で
も
活
動
し
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
人
達
を
結
び
つ
け
る
運
動

を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

高
知
退
教
：
影
山
直
美
代
議
員

岩
国
基
地
所
属
の
米
軍
戦
闘
機

Ｆ
35
が
民
間
の
高
知
竜
馬
空
港
に

着
陸
し
、
42
日
間
に
わ
た
っ
て
空

港
に
居
座
っ
た
。
県
民
の
不
安
に

対
し
て
何
の
説
明
も
な
い
。
有
事

の
際
に
国
内
法
が
無
力
化
し
市
民

の
権
利
が
な
い
が
し
ろ
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。

埼
玉
退
教
：
石
川
博
代
議
員

狭
山
事
件
に
関
し
て
の
発
言
。

４
月
16
日
に
日
本
教
育
会
館
で
、

今
年
３
月
11
日
に
86
歳
で
亡
く

な
っ
た
石
川
一
雄
さ
ん
の
追
悼
集

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
集

ま
っ
た
。
超
党
派
で
、
え
ん
罪
被

害
者
の
救
済
を
求
め
る
議
員
立
法

も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
国
会

に
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
埼
玉

で
は
２
月
に
え
ん
罪
を
な
く
せ
と

県
民
集
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
石

川
さ
ん
の
妻
が
原
告
と
な
り
第
４

次
再
審
請
求
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

新
潟
高
退
教
：
木
村
昭
雄
代
議
員

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
の
是
非

を
問
う
県
民
投
票
条
例
案
の
署
名

を
14
万
３
、０
０
０
筆
集
め
て
県

議
会
に
提
出
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。

保
守
県
政
に
あ
っ
て
、
公
聴
会
も

場
所
は
非
公
開
で
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

高
退
教
は
１
９
８
２
年
に
県
退

教
か
ら
独
立
し
た
が
、
昨
年
度
末

は
新
規
加
入
者
が
２
人
の
み
で
、

活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
て
い
る
。

千
葉
県
退
教
：
八
木
幹
夫
代
議
員

千
葉
県
退
教
は
、
会
員
が
減
少

し
、
一
つ
の
支
部
し
か
活
動
が
で

き
て
い
な
い
。
こ
こ
で
正
し
い
こ

と
を
言
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
拡

が
ら
な
い
、
要
す
る
に
内
向
き
な

の
だ
。
現
職
は
職
場
で
、
退
職
者

は
地
域
で
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

区
長
や
民
生
委
員
な
ど
で
地
域
の

矛
盾
や
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

退
職
者
の
活
動
に
関
わ
り
、
す
く

い
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

千
葉
高
退
教
：
榮
永
正
之
代
議
員

千
葉
高
は
会
員
４
０
０
名
弱
で
、

今
年
の
総
会
で
会
費
を
２
、０
０
０

円
か
ら
３
、０
０
０
円
に
値
上
げ
す

る
。
組
織
拡
大
は
重
要
だ
が
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り

元
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
以
前

で
き
て
い
た
声
掛
け
な
ど
も
で
き

て
お
ら
ず
、
事
務
局
の
中
で
も
つ

な
が
り
が
な
か
っ
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
存
在
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
女
性

に
声
を
掛
け
関
ブ
ロ
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

宮
崎
県
退
教
：
黒
木
憲
夫
代
議
員

宮
崎
で
も
組
織
の
問
題
は
高
齢

化
と
会
員
の
減
少
で
深
刻
だ
。
10

年
後
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

結
果
、人
数
は
半
減
、そ
れ
に
伴
っ

て
会
費
も
半
減
し
、
活
動
・
役
員

数
も
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。
会
員

の
平
均
年
齢
は
80
歳
と
な
り
、
従

来
と
違
う
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
県
の
任
用
で
あ
る
事
務
職
員

が
退
教
に
入
れ
な
い
の
で
、
福
利

厚
生
の
窓
口
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
高
退
教
：
仲
里
政
弘
代
議
員

毎
年
、
日
退
教
の
沖
縄
交
流
団
、

６
月
に
は
都
高
退
が
、
昨
年
は
退

女
教
が
一
緒
に
辺
野
古
で
座
り
込

み
を
行
っ
た
。
埋
め
立
て
工
事
は

進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
20
％
も
進
ん
で
い
な
い
。
軟

弱
地
盤
を
埋
め
る
た
め
の
ボ
ー
ト

の
レ
ン
タ
ル
料
１
隻
１
日
３
６
１

万
円
を
６
隻
で
２
、１
６
０
万
円
、

１
週
間
で
１
億
を
超
え
る
無
駄
遣

い
、
弾
薬
庫
も
核
兵
器
対
応
、
ミ

サ
イ
ル
配
備
も
進
み
中
国
と
挑
発

し
合
っ
て
戦
争
に
ま
っ
し
ぐ
ら
の

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

福
岡
高
退
教
：
今
橋
省
三
代
議
員

カ
ン
パ
会
計
に
つ
い
て
質
問
で

す
。
本
来
カ
ン
パ
な
ら
任
意
の
は

ず
で
、
活
動
に
必
要
な
お
金
な
ら

活
動
資
金
と
か
闘
争
資
金
に
組
み

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
倉
ス
ミ
副
会
長

�

（
宮
崎
県
退
）

藤
本
泰
成
事
務
局
長

�
（
神
奈
川
高
退
）

山
口
正
人
事
務
局
次
長

�

（
埼
玉
退
）

小
野
澄
子
事
務
局
次
長

�

（
日
教
組
・
新
潟
）

松
下
良
樹
会
計
監
査
委
員

�

（
香
川
退
）

秋
久
正
之
会
計
監
査
委
員

�

（
鳥
取
県
退
）

栗
原
邦
子
会
計
監
査
委
員

�

（
埼
玉
退
）



（4）

10
年
ぶ
り
に
平
和
行
進
に
参
加

し
た
。
米
軍
に
支
配
さ
れ
て
い
る
沖

縄
の
現
実
は
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
歯
痒
く
、
悔
し
い
思
い
を
持
っ

た
が
、
反
面
、
沖
縄
は
多
く
の
戦
跡

を
通
じ
て
平
和
を
訴
え
る
大
き
な
力

が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
。

そ
れ
は
全
国
結
団
式
で
の
平
良

次
子
氏
（
対
馬
丸
記
念
館
館
長
）
の

基
調
報
告
か
ら
得
た
実
感
で
あ
っ
た
。

平
良
氏
の
報
告
で
初
め
て
知
っ
た

の
は
、
南
風
原
町
に
あ
る
「
陸
軍
病

院
壕
群
」
が
１
９
９
０
年
、
全
国
で

初
め
て
町
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
た
、
と
い
う
事
実
だ
。
南
風
原
陸

軍
病
院
壕
群
と
は
、
40
以
上
の
地
下

壕
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
陸
軍
病
院

だ
。１
９
４
５
年
３
月
、空
襲
に
よ
っ

て
壊
滅
し
た
那
覇
か
ら
陸
軍
病
院
が

こ
の
地
に
移
さ
れ
、
数
百
名
の
医
師
、

看
護
婦
、
衛
生
兵
、
そ
し
て
動
員
さ

れ
た
ひ
め
ゆ
り
学
徒
ら
が
、
多
く
の

負
傷
兵
を
治
療
・
看
護
し
た
戦
跡
な

の
で
あ
る
（
沖
縄
戦
末
期
に
は
重
傷

者
に
青
酸
カ
リ
が
与
え
ら
れ
た
）。

１
９
８
０
年
代
か
ら
現
地
で
は

遺
骨
収
集
が
行
わ
れ
る
中
で
、
病
院

壕
跡
地
を
文
化
財
と
し
て
保
存
し
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
た
。

し
か
し
県
も
国
も
戦
跡
を
文
化
財
指

定
す
る
こ
と
は
後
ろ
向
き
だ
っ
た
た

め
、
南
風
原
町
が
独
自
に
指
定
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
負

の
文
化
遺
産
」
は
今
で
は
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
、
３
０
０
を
超
え
る
戦
跡

が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ

れ
が
沖
縄
の
南
風
原
町
か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

（
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
の
は
１
９
９
６
年
）。

平
良
氏
は
沖
縄
の
あ
る
高
校
生

の
言
葉
を
紹
介
し
た
。「
目
か
ら
消

え
る
も
の
は
心
か
ら
も
消
え
る
」。

戦
争
体
験
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
く

中
で
、
戦
争
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
。
そ

れ
は
形
と
し
て
し
っ
か
り
残
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
記
憶
に
刻
ん
だ
つ

も
り
で
も
、
年
月
の
経
過
は
非
情
だ
。

や
は
り
形
あ
る
も
の
を
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
が
「
な

か
っ
た
こ
と
」
に
さ
れ
た
ら
、
平
和

を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
一
人
一
人

の
力
で
で
き
る
は
ず
だ
。
平
和
行
進

の
翌
５
月
18
日
の
朝
、
私
は
対
馬
丸

記
念
館
に
向
か
っ
た
。

退
任
者

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

竹
田
邦
明
前
会
長

池
田
啓
子
前
副
会
長

鍋
島
初
美
前
副
会
長

坂
田
勲
前
副
会
長

福
井
英
利
前
会
計
監
査

松
淵
昂
前
事
務
局
次
長

「目から消えるものは心からも消える」
山田正美（日退教・埼玉）

◆編集後記◆

　「安全保障のジレンマ」という言葉がある。
もともと「安全保障」とは、防衛のため軍備を
増強したり、軍事同盟を結んだりすることだ。
しかしこれは仮想敵国側に脅威を与えてしまう。
対抗上、相手側も軍備増強を進めることになる。
結果、互いに軍拡が際限なく進み、緊張が高ま
り対立は激しくなる。臨界点に達したところで
外交上の誤解や偶発的衝突が生じて、取り返し
のつかない事態を招く可能性が高まるのだ。安
全を求めて安全が脅かされるわけだ。
　今、与那国、宮古、石垣など南西諸島に自衛
隊のミサイル基地が着々と増強されている。政
府は「台湾有事」に備えて島民を守るため、と
いうが、はたして島民を守れるのか。1000キロ
の射程距離を持つミサイルは、相手から見れば
攻撃目標だ。私達は、もう一度、安全というも
のを考え直さなければならない。一番安全なの
は「丸腰」ではないか。「備えあれば憂いあり」
ではないのか  （Y）

平良次子氏の基調報告
「戦争の実相から平和を創る」


